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3１．会社概要

社名 パナソニック

 
デバイスＳＵＮＸ株式会社

 
（証券コード

 
6860）

設立 1969年10月

資本金 31億5,511万円（東証１部、名証１部上場）

発行済株式数 56,457千株

社員数 1,323名（連結）

所在地 本社

 
・工場（愛知県春日井市牛山町2431-1）

連結会社 パナソニック

 
デバイスＳＵＮＸ竜野株式会社（兵庫県たつの市）

 

1970年設立

 パナソニック

 
デバイスＳＵＮＸ九州株式会社（鹿児島県南さつま市）1983年設立

 パナソニック電工ＳＵＮＸ蘇州有限公司（中国蘇州市）

 

2002年設立

主な株主 パナソニック株式会社（69.7％）、金融機関（6.3％）、外国人（2.2％）

沿革 1986年

 
4月：名古屋証券取引所市場第２部に上場

1987年10月：松下電工（現パナソニック）㈱との業務提携

2001年

 
3月：東京証券取引所市場第２部に上場

2004年

 
9月：東京･名古屋証券取引所市場第１部に上場

2010年10月：商号及びブランド変更

 パナソニック電工（現パナソニック）㈱ＦＡ機器事業承継

 2012年

 
7月：「パナソニック

 
デバイスＳＵＮＸ㈱」へ商号変更



4企業理念

「企業理念」

パナソニック
 

デバイスＳＵＮＸは

センシングとコントロールを核に

夢をかなえる技術とサービスで

お客様とともに

ゆたかな未来をめざします



5目指す姿

パナソニック

 
デバイスＳＵＮＸは、産業から社会生活まで

 センシングとコントロール技術で

 「環境・安全・快適」ソリューションをグローバルに提供します

ＦＡ：Ｆａｃｔｏｒｙ

 

Ａｕｔｏｍａｔｉｏｎ
ＳＡ：Ｓｏｃｉｅｔｙ

 

Ａｕｔｏｍａｔｉｏｎ
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21％

22％
57％

事業内容

ＦＡ用センサ

ＰＬＣ

 

（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙﾛｼﾞｯｸｺﾝﾄﾛｰﾗ）

プログラマブル表示器

レーザマーカ

画像処理機

紫外線硬化装置

センシングコントロール

プロセッシング機器

省エネ支援機器

カスタム商品

カスタム部品

Ｅｃｏ・カスタム

海外

 34% 販売構成
12年度2Q累計売上高

 
193億円

セーフティ

 
ライトカーテン

超薄型ビームセンサ

ファイバセンサ

プログラマブル表示器

エコパワーメータ

★

★

★

★

★

★

★

★2010年10月1日事業承継商品レーザマーカ

 

画像処理機

 

紫外線硬化装置

ＰＬＣ

レーザ変位センサ

国内

 66%

LCD表示ﾕﾆｯﾄ 薄肉成形品



7事業内容

ＦＡトータルソリューション
センシングとレーザテクノロジー、コントロール・画像処理技術で工場の自動化をトータルでサポートします



8事業内容

Ｅｃｏ：省エネ支援機器
電力だけでなく、エアー、温度・湿度をはじめ、あらゆるエネルギーの消費量計測が可能



9事業内容

ＳＡ：Ｓｏｃｉｅｔｙ

 
Ａｕｔｏｍａｔｉｏｎ

社会ｲﾝﾌﾗの自動化：中国を含む新興国向けに拡大

自動改札機

 
人体通過検出

エスカレータ

 

人体検出

屋外用

 
プログラマブル表示器ホームドア

 

人体検出

立体駐車場での

 
車位置確認



10国内生産・販売拠点

パナソニック

 

デバイスＳＵＮＸ九州

 
（鹿児島県南さつま市）

販売拠点

 

パナソニック

 

デバイス販売㈱

 
東部12拠点

 
中部

 

6拠点

 
西部

 

8拠点

本社（愛知県春日井市）

生産拠点：本社・竜野・九州

2012年10月1日現在

パナソニック

 

デバイスＳＵＮＸ竜野

 
（兵庫県たつの市）

センサ、レーザマーカ、ＰＬＣ

 
画像処理機の研究開発の中枢

ＦＡコンポーネント、

 
Ｅｃｏ・カスタム商品の開発、製造

センサの開発、製造

パナソニックグループのリソースをフル活用



11海外生産・販売拠点

◆欧州

 
販売拠点（14拠点） ◆東アジア

 
販売拠点（15拠点）

◆アジア-パシフィック

 
トルコ

 販売拠点（8拠点）

パナソニック電工ＳＵＮＸ蘇州

◆米州

 
販売拠点（6拠点）

2012年10月1日現在

ｾﾝｻ、PLC、ﾚｰｻﾞﾏｰｶの製造

 中国現地仕様商品の開発

生産拠点：蘇州

販売拠点：パナソニック

 

デバイス社海外販売会社

パナソニックグループのリソースをフル活用



12営業体系図
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Ｘ
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海外代理店

2012年10月1日現在

パナソニック

 
デバイス社

海外販売会社４３拠点

パナソニック

 
デバイス販売㈱

国内２６拠点
国内

※パナソニック

 

デバイス販売株式会社は、

 パナソニックとパナソニック電工のデバイスの

 販売会社が合併し、パナソニックグループの

 ネットワークを 大限に発揮し、お客様へ

 パナソニックのデバイスをトータルソリューションで

 お届けすることをミッションとして新たに誕生。
（設立：2012年4月1日）



13目次

２．２０１２年度第２四半期累計決算ご報告（連結）



14２０１２年度２Ｑ累計経営成績・財政状態（対前年）

ー経営成績ー 12年度2Ｑ累計 11年度2Ｑ累計 前年比
年間

 
業績予想

進捗率

売上高 19,378 21,330 90.9％ 42,000 46.1％

営業利益

利益率

1,739

9.0％

2,024

9.5％

85.9％

▲0.5pt

3,500

8.3％

49.7％

-

経常利益

利益率

1,661

8.6％

1,931

9.1％

86.0％

▲0.5pt

3,400

8.1％

48.9％

-

当期純利益

ＥＰＳ（円）

1,084

19.28

1,098

19.52

98.8％

▲0.25

2,200

39.09

49.3％

-

ー財政状態ー 2012年9月末 2012年3月末 対前期末

総資産 35,475 34,637 102.4％

純資産 27,194 26,518 102.5％

自己資本比率 76.3％ 76.2％ ＋0.1ｐｔ

ＢＰＳ（円） 480.74 468.78 ＋11.96

ＦＣＦ ＋1,667 ＋591 ＋1,076

単位：百万円

※1

 

法人税実効率の引き下げ：40.7％

 

→

 

38.0％

 

△2.7pt

 
※２

 

4月～9月実績

※1

※2



15２０１２年９月末貸借対照表

2012年9月末 2012年3月末 増減

実績 構成比 実績 構成比 金額 構成比

流動資産 24,739 69.7％ 23,561 68.0％ +1,178 ＋1.7pt

（現金預金） 5,629 11,129 △5,500

（受取手形・売掛金） 3,595 5,586 △1,991

（たな卸資産） 5,220 4,595 +625

（預け金） 8,616 653 +7,963

（その他） 1,679 1,598 +81

固定資産 10,736 30.3％ 11,075 32.0％ △339 △1.7pt

資産合計 35,475 100.0％ 34,637 100.0％ +838 

流動負債 6,069 17.1％ 5,758 16.6％ ＋311 ＋0.5pt

（買掛金） 2,625 2,528 +97

（未払金・未払法人税等） 1,961 1,691 +270

（その他） 1,483 1,539 △56

固定負債 2,211 6.2％ 2,359 6.8％ △148 △0.6pt

負債合計 8,281 23.3％ 8,118 23.4％ +163 △0.1pt

純資産合計 27,194 76.7％ 26,518 76.6％ +676 ＋0.1pt

負債

 

純資産合計 35,475 100.0％ 34,637 100.0％ +838

単位：百万円

※1

※1

 

売掛金回収の早期化

 

※２

 

戦略的在庫増

 

※3

 

パナソニック本社への預け金

※2

※3



16四半期損益計算書推移

2011年度 2012年度

1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 1Ｑ 2Ｑ

売上高 10,622 10,708 8,803 9,200 10,140 9,238

売上総利益

（利益率）

3,036

（28.6%）

2,805

（26.2%）

2,300

（26.1%）

2,693

（29.3%）

3,164

（31.2%）

2,748

（29.7%）

営業利益

（利益率）

1,055

（9.9%）

969

（9.0%）

431

（4.9%）

724

（7.9%）

1,011

（10.0%）

728

（7.9%）

経常利益

（利益率）

1,036

（9.8%）

895

（8.4%）

460

（5.2%）

787

（8.6%）

963

（9.5%）

698

（7.6%）

四半期純利益

（利益率）

602

（5.7%）

496

(4.6%）

▲1

（-）

493

（5.4%）

604

（6.0%）

480

（5.2%）

単位：百万円

2012年度２Ｑに入り売上が減速



17２０１２年度２Ｑ累計営業利益分析（対前年同期）

営業利益
20.2億円

売上高213
利益率9.4％

営業利益
17.4億円

売上高193
利益率9.0％

▲3.6

▲9.0

＋9.0

＋0.8
市
場
価
格
下
落

為
替
影
響
等

減
販
損 合

理
化

経
費
減

：利益の増加

 

：利益の減少

0

大幅な減販となったが、合理化等により営業利益率は9.0％

2011年度2Ｑ 2012年度2Ｑ

単位：億円



18２０１２年度２Ｑ累計
 

セグメント別売上高・利益

セグメント 12年度2Ｑ累計 11年度2Ｑ累計 前年比

センシング

コントロール

売上高 11,060 12,232 90.4％

利益 1,882 2,241 84.0％

利益率 17.0％ 18.3％ ▲1.3pt

プロセッシング

機器

売上高 4,255 4,546 93.6％

利益 329 243 135.0％

利益率 7.7％ 5.3％ ＋2.4pt

Ｅｃｏ・カスタム

売上高 4,062 4,551 89.3％

利益 390 315 123.9％

利益率 9.6％ 6.9％ ＋2.7pt

単位：百万円

プロセッシング機器、Ｅｃｏ・カスタムは減収となったが

原価低減、固定費削減等により増益。



19セグメント別半期売上高推移

81
103

122
94 110

29

43
45

46
42

47
46

40
41

31%

35%

30%
34%

28%

10/上期 下期 11/上期 下期 12/上期

109

ｾﾝｼﾝｸﾞ
ｺﾝﾄﾛｰﾙ

ﾌﾟﾛｾｯｼﾝｸﾞ
機器

Ｅｃｏ・ｶｽﾀﾑ

194

12年上期は、センシングコントロールがスマートフォン関連や自動車関連向けに拡大。

213

海外比率

単位：億円

180
193



20セグメント別四半期売上高推移

43 38
54 49

61 62
47 47

13 16

20 23

23 22

21 24

22
20

23 24

22 23

20 21
20

21

5159

34%
34%

27%
29%

35%

32%27%

35%

29%

34%

10/1Q 2Q 3Q 4Q 11/1Q 2Q 3Q 4Q 12/1Ｑ 2Q

ｾﾝｼﾝｸﾞ
ｺﾝﾄﾛｰﾙ

ﾌﾟﾛｾｯｼﾝｸﾞ
機器5456

96

Ecoｶｽﾀﾑ

２Ｑに入り、センシングコントロールが国内外とも減速

 国内は主力の半導体・液晶製造装置関連、自動組立機械関連が減速

 海外は中国向け売上が足踏み

97

海外比率

106 107

88 92

単位：億円

101
92



21海外地域別半期売上高推移

6 6 8 6 7
5 5

10
6 7

9

31

40

28
34

15

18

18

11

17

10/上期 下期 11/上期 下期 12/上期

アジア

欧州

米州

中国

59

34

12年上期は、中国での地産地消の効果が出始め売上が拡大

75

単位：億円

51

65
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3 3 3 2 4 4 3 3 4
3 2 2 2

5 5
3 3

3
5

4

17
15

19
21

14 14

168
6

9

9

9
8

6 5

8

19

15

31

28

37

26
25

34
31

3

4

18

9

10/1Q 2Q 3Q 4Q 11/1Q 2Q 3Q 4Q 12/1Q 2Q

海外地域別四半期売上高推移

アジア

欧州

米州

中国

単位：億円

前４Ｑを底に回復も欧州金融危機を背景とした世界経済の減速により

２Ｑに入り中国・アジアが減速

38



23目次

４．２０１２年度経営計画（連結）



24外部環境認識

2011 2012 2013

世界 3.8% 3.3% 3.6%

日本 ▲0.8% 2.2% 1.2%

中国 9.2% 7.8% 8.2%

インド 6.8% 4.9% 6.0%

米国 1.8% 2.2% 1.2%

欧州 1.4% ▲0.4% 0.2%

世界経済の見通し

 
GDP成長率（IMF） 半導体・FPD製造装置需要予測

（出所）

 

SEAJ

 

需要予測

 

（2012.7.2）より当社作成

販売高
（百億円）38

50

38 32 16
33 26

147
139

127126124
65

80

185

29

'07CY '08 '09 '10 '11 '12 '13 '14

223

130
94

163 158 142 FPD

半導体

172

12年：

 

マイナス成長
中国は勢いは鈍化するも高い成長率

（出所）ＧＤＰ

 

ＩＭＦ2012.10.9発表より当社作成

【2012年度環境見通し】

・欧州金融危機を背景とした海外経済の減速

・中国は勢いは鈍化するも高い成長率
 →景気下支えのためのインフラ投資を加速

・半導体、液晶関連は減速

173



25中期成長戦略

新

 事

 業

既

 存

 事

 業

国内 海外

基盤ＦＡ
（強靭化）

エコ・快適・安全

技術シナジー/商品拡大

ＦＡ

中国展開→新興国へ

Ｅｃｏ ＳＡ

中国・アジア展開

＋

成長戦略概要図

グローバルで戦う

市場を広げる

Ｅｃｏ・ＳＡ分野の拡大とグローバル化により、事業成長を図る



26２０１２年度経営方針

新たなＤＮＡの創造

１．グローバル成長戦略の加速

２．さらなる企業体質の改革

３．新規ビジネスへの挑戦



27１．グローバル成長戦略の加速

新興国での販売拡大

中国：地産地消の拡大加速
 企画開発・調達・生産・販売・サービスの現地化加速

インド・ブラジル市場攻略スタート

・中国向け商品の投入

・営業人員および代理店の拡充

中国仕様

 
食品業界向け

 
マークセンサ

 
ＬＸ111

・蘇州工場レイアウト変更

 生産性向上・生産キャパ拡大

 現地社員が働きやすい環境づくりの構築ＰＩＤＳＵＮＸ蘇州

中国仕様

 
基板検出用センサ
ＣＸ４６０



28１．グローバル成長戦略の加速

Ｅｃｏ・ＳＡ分野での事業拡大

Ｅｃｏ事業の拡大

・海外展開の推進

 海外現地対応商品「エコパワーメータ」の発売

海外を含めたＳＡ（社会インフラ分野）への拡大

自動改札機

 
人体通過検出

ホームドア

 

人体検出

http://panasonic.co.jp/eco/ecoideas/


29１．グローバル成長戦略の加速

新商品で伸ばす

中国開発商品 Ｅｃｏ関連

ﾌﾟﾛｾｯｼﾝｸﾞ機器ｾﾝｼﾝｸﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ

２０１２年度発売の新商品

FA用画像処理機

 
ＰＶ２３０

エコパワーメータ

 
ＫＷ９Ｍ

ＥｔｈｅｒＣＡＴ対応通信ユニット

 
ＳＣ-ＧＵ３-０３

基板検出用センサ
ＣＸ４６０

http://panasonic.co.jp/eco/ecoideas/


30２．さらなる企業体質の改革

経営体質の強化

・ＣＲ・ＣＢ活動の徹底による更なる損益分岐点引き下げ

・グローバル化に合わせ、業務見直し・仕事ダイエットを実行

ＣＲ（コストリダクション）：原価低減

 
ＣＢ（コストバスターズ）

 

：経費削減高収益企業体質への転換

36
32

28
26

11年2Q累計 12年2Ｑ累計

損益分岐点
売上高

売上高億円/月

損益分岐点売上高

 
前年比７％低減

ＣＲ：６.３億円/2Q累計
ＣＢ：２.７億円/2Q累計



31３．新規ビジネスへの挑戦

新規事業で伸ばす

2015年度以降の当社を支える新事業の構築

・商品（単品・コンポ）販売から、加工技術、応用技術を加え、

 事業部の枠を超えたソリューション提案販売のビジネスモデルを確立

・市場ニーズマーケティング、技術開発（含むビジネスモデル）を行うため、

 Ｒ＆Ｄセンタに「新事業・技術企画グループ」を設置（12年4月）

・当社グループならびにパナソニックグループが保有する技術の

 導入・応用を行い、新規事業創出を加速



32２０１２年度通期業績予想

2011年度

 通期実績
2012年度

 通期予想
前年比

売上高 39,333 42,000 106.8%

ｾﾝｼﾝｸﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ 21,628 23,140 107.0%

ﾌﾟﾛｾｯｼﾝｸﾞ機器 9,112 9,860 108.2%

Eco・ｶｽﾀﾑ 8,602 9,000 104.6%

国内 26,818 27,260 101.6%

海外 12,515 14,740 117.8%

海外比率 31.8% 35.1% ＋3.3pt

営業利益 3,179 3,500 110.1%

営業利益率 8.1% 8.3％ +0.2pt

経常利益 3,178 3,400 107.0%

当期利益 1,590 2,200 138.4%

単位：百万円

※2012年4月26日公表から変更はございません
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４．配当予想
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26%

35%

26%

0

6

12

18

08年度 09年度 10年度 11年度 12年度予想

配当の基本方針；

株主重視経営に向けて、中期成長戦略の実行と併せ、業績に応じたより積極的な株主還元を

実施する方針です。具体的には、年間1株当たり６円を基本とするとともに、資金状況、財務状況

及び配当性向等を総合的に勘案し、可能な限り連結業績に応じた利益配分を基本としております。

９

※配当性向：08～09年度は赤字決算のため掲載不可

６
７

記念配当

１０

2012年度につきましては、基本配当６円＋業績配当４円＝年間１０円

（中間５円＋期末５円）を予定しております。

単位：円

基本配当

配当性向

業績配当

１０

※2012年4月26日公表から変更はございません



35将来見通しに関する注意事項

本資料において記載されている業績見通し及び将来情報

もしくは経営計画などは、現在入手可能な情報と、当社が

現時点で合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

実際の業績や成果は見通しと大きく異なる可能性があります。

お問合せ先

パナソニック

 

デバイスＳＵＮＸ株式会社

 

経営管理部

℡（0568）33-7211

 

（代表）
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